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- ーォ ア 副
図4 産学官連携プロジェク卜実習
平成20年度の課題は以下のとおりである。
-安価な耐震補強方法や耐震診断の普];k.id発
田 地~災害時等の救助用資材の調達体制に関する検討
-土砂災害危険地域における災害時史援護者の避難支媛プランの検討
・太陽電池に関するLCA(ライフサイクJレアセスメント)分析の現状
・DLC(ダイヤモンド・ライク カーボン)の強度に閲する調査
-新しいワイングモップ絞り官官の開発
学生に対するアンケートを実施した結果、f本実習によって、安全 ・安心、環廃への関心
は高めることができたかjと「本実刊によって、安全にものをつくるという意識を持てた
かjという質問に肯定的な意見がほとんどであった。このことからも本実押は学生の安
全 ・安心への意識向上につながることがわかった。特許を巾請した課題や自治体からi司
く評仙された課題もあり、全体的には良い庁向に進んでいる。また、いわゆるPBL教育で
あるため、謀題探求心を養成する効果が抑l待でき、何より、地域と大学が一緒に成長でき
ることに治;義がある o
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